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この資料は情報提供の目的で作成されたものであり、証券やその他金融商品の売買、引受けを勧誘する目的で使用されたり、あるいは

それらの取引の勧誘とみなされるべきものでもありません。 この資料に含まれる、もしくは述べられている商品やサービスがお客様に

とって適切なものであるとは限りません。 この資料に述べられている情報は法律、税金、会計上、規制上のアドバイスを含んではおらず、

投資やサービスに疑問がある場合には、お客様自身が法律、財務のアドバイザーに個別にご相談ください。 この資料に掲載されている

情報について、マッコーリーキャピタル証券会社（金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第231号、 加入協会： 日本証券業協会、

(社)日本証券投資顧問業協会、(社）金融先物取引業協会）はその正当性、正確性、または完全性について約束したり、保証したりする

ものではありません。 この資料の内容はお客様限りのものであり、その著作権は特別の記載がない限りすべてマッコーリーキャピタル

証券会社に帰属します。 また事前にマッコーリーキャピタル証券会社に書面による承諾を得ることなく、この資料に記載されている内容

を第三者に開示することは一切禁止されています。 

免責事項 
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マッコーリーグループについて 
  

 オーストラリアのシドニーに本社 

 28カ国に70の拠点を有する総合金融グループ 

 グローバルな投資銀行業務 

– アジア太平洋地域におけるリーディング 
ブランド 

 世界的なインフラストラクチャーアセット 
マネージャー 

銀行業務、アドバイザリー、投資とファンドマネジメントサービスを全世界で提供 

 
                      

    
   

 
    

   
      

         

  

  
 

       
  

 
 

ニュージーランド 
3拠点 

オーストラリア 
9拠点 

アフリカ 
2拠点 

南米 
3 拠点 

アジア 
14拠点 

中東 
2拠点 

欧州 
12 拠点 

北米 
28 拠点 債券、為替、 

コモディティ 

バンキング 

マッコーリー・
キャピタル 

コーポレート 
アセットファイナンス 

マッコーリー・ 
セキュリティーズ 

マッコーリー 
ファンズグループ 

マッコーリー 
グループ 

歴史 

44年 
時価総額

$A17.8bn 
(約1.6兆円) 

従業員数 

13,578  
運用資産額

$A433bn 
(約39兆円) 

クレジットレー
ティング 

A2/A 

2013年度純利益

$A851m 
(約774億円) 

 
 

* 1豪ドル＝約91円で換算 

 日本におけるマッコーリー 

– 2000年より日本での業務を開始。現在約130名のスタッフを擁する 

– 近年日本でのM&Aアドバイザリー及び プリンシパル業務を更に強化 

– 2008年のアドバイザリーチームの立上げ 以来、40件以上の案件に関与 
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6つの機能グループ 

1. As at 31 Dec 13.  

マッコーリー・ 
セキュリティー
ズ(MSG) 

• セールス、リサーチ、ECM、取引実行とデリバティブをカバーし、アジア太平洋地域を地盤とするグローバルなセキュリティー
ハウス 

• オーストラリア、アジア、南アフリカ、カナダではキャッシュエクイティのフルサービスを、北米、欧州ではより専門的なサービス
を提供。世界の主要拠点で専門的なデリバティブ事業も展開 

• 主要分野：インフラストラクチャー・ユーティリティ、テクノロジー・メディア・エンタテイメント、資源（鉱物・エネルギー）、インダス
トリアル、金融機関 

マッコーリー 
ファンズグルー
プ(MFG) 

• 4,300億豪ドル以上の資産を運用する、世界トップ50位に入るアセットマネージャー 
• インフラストラクチャーと実物資産、株式への投資、ファンド・株式に基づくソリューションを含む、広範囲に及ぶ商品とサービ

スを提供 

マッコーリー・
キャピタル
(MacCap) 

 M&A、債券・株式資本市場、自己勘定投資を含むグローバルなファイナンスサービス 
 主要分野：インフラストラクチャー、ユーティリティ、再生可能エネルギー、資源（鉱物・エネルギー）、不動産、テクノロジー・メ

ディア・エンタテイメント、インダストリアル、金融機関 

債券、為替、 
コモディティ
(FICC) 

• 生産者・需要家、金融機関・投資家に向け、債券、為替、コモディティに関するファイナンス、リスクソリューション、市場アクセ
スをグローバルで提供 

• 実物コモディティ（天然ガス、LNG、NGL、電力、石油、石炭、ベースメタル、鉄、砂糖、貨物輸送）の分野でプレゼンスを拡大 
• 北米、オーストラリアで支配的な地位を確立、カナダ、南米ではニッチ分野で展開、アジアとEMEAでもビジネスを拡大中 
• 主要分野：コモディティ、アジアとエマージング市場、ハイイールドと不良債権 

コーポレート 
アセットファイナ
ンス(CAF) 

• 261億豪ドルに及ぶローンとアセットファイナンスを誇る、スペシャリストファイナンスとアセットマネジメントプロバイダー 
• コーポレートと不動産向け投資・融資におけるグローバルな知見と実績 
• 航空機、自動車、テクノロジー、ヘルスケア、インダストリアル、エネルギー、鉄道、採掘設備等のアセットファイナンスに強み 

バンキング
(BFS) 

• マッコーリーのリテールとファイナンシャルサービス部門 
• 多様な個人向けバンキング、富裕層向け資産管理サービス、ビジネス向け商品・サービスを個人、アドバイザー、ブローカー

、ビジネス顧客へ提供 
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マッコーリーは44年間黒字を継続 
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マッコーリーの 
今期上半期純利益 

 

マッコーリーグループの年間純利益推移 
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In-OutのM&Aは過去から他のOut-InやIn-Inと比べるとかなり件数は少ない 

Source:  RECOF, Macquarie Research 

M&A 動向– 取引数 

日本におけるM&Aの推移 
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過去30年ではIn-Out M&AはOut-Inの約3倍 

Source:  RECOF, Macquarie Research 

対内M&A取引額 対外M&A 取引額 

金額ベースでもその違いは了然 
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Source:  UNCTAD, World Bank, Macquarie Research 

2012年 対内直接投資（フロー）の国内総固定資産形成における割合 2012年 対内直接投資（ストック）の名目GDPに占める割合 

経済大国の中でも日本への直接投資は 
最も低い 
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過去は北米や欧州から日本への投資が大半であったが、最近はアジアからの投資も増加 

Source:  JETRO, Macquarie Research 

地域別対内直接投資 

地域別対日直接投資 
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Source:  Zero Hedge 

Europe, 
69.4 

North 
America, 

68.2 

Asia 
Pacific, 

50.7 

China, 20.2 

Latin 
America, 

8.7 

India, 3.2 Africa, 2.4 

純資産総額 223兆米ドル 

世界の運用資産総額（2012年） 

ファンドのタイプ 金額 (US$ｔｎ) 

年金基金 33.9 

保険会社 26.8 

投資信託 26.5 

ソブリンウェルスファンド 5.2 

プライベートエクイティ 2.3 

ヘッジファンド 2.1 

ETF 1.9 

個人資産 46.2 

2012年純資産総額 ($tr) 

世界中で投資機会を求める巨額の資金 

Source:  CityUK 

日本へ投資を呼び込む為には、世界中の投資
機会との競争に打ち勝たなくてはならない 
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レバレッジの低下は世界的なトレンドであり、借入コストの低下と相まって企業の投資キャパシ
ティの増大に繋がっている 

Source:  Bank of Japan, Macquarie Research 

日本企業（金融機関を除く）の純債務額推移 

企業はレバレッジを低下させ、余剰資金を 
抱えている 
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3つのタイプのエクイティ投資家 

金融投資家 

• 経済的利益を追求 
• 流動性の高い上場資産に投資 
• ロング・ショートを含む多岐に渡る投資選好を持つ投資家を含む 
• 通常支配権の取得を目指さない 
• 例：生保、銀行、年金、ソブリンファンド等 

専門投資家 
 
 

戦略的 
投資家 

 
 

• 経済的利益を追求するが、独自の専門知識・経験を持つ 
• 独自のノウハウを活用し、投資の結果や政府による規制に

影響を及ぼそうとする 
• 様々な投資選好を持ち、長期投資（2-3年以上）を好む場

合もあるが、通常資産売却利益の獲得を目指す 
• 例：インフラストラクチャーファンド、不動産ファンド、PEファ

ンド等 
 

• 経済的利益も重要である一方、戦略的意義が最も重要 
• 支配権取得と相応のガバナンスを好む 
• シナジーと事業統合を目指す 
• レビューは行うものの、半永久的な投資を志向 
• M&Aを行う企業により代表される 
• 例：事業会社 

￥ 
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日本株の外国人保有比率は25-30%付近で推移 

Source:  BOJ, Macquarie Research 
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投資家のタイプごとの株式所有割合 

日本株の復調には外国人金融投資家が貢献 

 1996年以来、日本株市場におい
て唯一アクティブであった投資家
は海外プレイヤー 

 
 2007年から外国人保有率が大

幅に上昇、その後近年は若干低
下傾向 
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高コストではあるものの、日本は安定的で信頼度の高い投資環境 

基準 日本が選ばれる理由 重要性 

市場規模  世界3位のGDP 
 大規模で密集度の高い人口 

 流通ネットワークと消費者へのアクセス 
 世界で活かされる日本市場におけるマー

ケティングの知見 

テクノロジー  テクノロジー分野におけるリーダー
シップと革新性 

 世界トップクラスのテクノロジーと製造技
術へのアクセス 

労働者のクオリティ  高い教育水準と技術レベル  高い労働意欲・生産性 

法整備  高水準の法整備・法規範  長期的な事業継続を見据えた環境への
信頼性 

資本市場  効率的で流動性の高い資本市場  資本へのアクセスと流動性確保の確実性 

融資へのアクセス 
 

 借入による資本調達が比較的容易 
 複数の調達方法が存在 

 資本へのアクセスと投資リターンの改善 

賄賂・汚職 
 

 世界で最も透明性の高い国の一つ  事業環境への信頼性 

専門投資家または戦略的投資家にとって 
日本は魅力的な市場 
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基準 日本が選ばれない理由 改善の為の提案 

低経済成長  成熟度の高い経済  革新的な新しい方法で成長を促すこと、但し
変化を望む姿勢が必要 

人口分布  人口減少 
 高齢化 
 低い女性の社会参加 

 国際的な人事異動の促進 
 職業訓練の質改善 
 子育て支援の強化 

買収機会が少ない  経営権の獲得が可能なM&A取引が少ない 
 取引習慣が非効率的 

 ノンコア資産売却の促進 
 市場の公平性を強化 

外国企業との統合の困
難さ 

 少なくとも短期的にシナジーの実現が困難 
 国際的な経験を持つ管理職の不足 

 海外赴任を増やすインセンティブを設定 
 非日本人雇用の促進 

ガバナンス  経営陣のアカウンタビリティが比較的脆弱 
 意思決定の透明性が低い 

 取締役会、株主総会の透明性改善 
 社外取締役の増加 

外国資本に対する抵抗感  国内株主を強く選好する傾向  より効果的なIR活動 
 国内外投資家による共同投資ファンドの設

立？ 

透明性の不足  明確でないルール、目に見えない障害または
ハードル 

 隠れたルールを作るのではなく、国外のプレ
イヤーにとって好ましくないものであっても明
確なルールを示す 

しかし対日投資はいくつかの理由により 
伸び悩んでいる 
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日本における対日直接投資を推進するための条件 

対日直接投資促進の為には、透明性と 
予見可能性を高めることが最も重要 

変化を受け入れる： 
投資は成長と革新の為に

行われる 

ルールを明確化し、 
確実に従う 

 日本への投資を妨げるいくつかの規制バリアが
存在 

 バリアは多くの場合現状に対する変化を避ける
傾向から生まれている 

 競争力維持のため日本には新たな投資が必要 
 日本企業も新しいアイデアに飢えており、成功

の為には変化が必要 

競争を受け入れる： 
公平な競争環境を整備 

“市場シェアを維持して、損を最小限にする” 
 -- 日本の大手系列企業経営者 
 
“利益志向が明確でない” 
 -- カルロス・ゴーン 日産について、1999年 

 多くの投資家が、競争入札の結果は既に決
められていると感じている 

 明確な選好がある場合（例：日本企業）にはそ
れを明確な条件とすべき 

 例：不動産投資、スポーツ 

 投資家は資本を投下したいと考えている
が、多くの選択肢に囲まれている 

 日本は世界の関心を集めている‐日本
の強みを活かしモメンタムを維持すべき 

投資家には多くの選択肢が
あるということを忘れない 

 一般的に、日本の経営者は利益よりも組織の継続や安定を重視す
る傾向にある 
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マッコーリーグループの 
コミュニティへの貢献 

マッコーリーが管理・運営する資産は、日々１億人以上の人々にサービスを提供 ASSET MANAGER 

有料道路 ガス 空港 上水道 

1日あたり車両120万台 2,200万世帯以上 年間8,900万人以上 500万世帯以上 

送電 

270万世帯以上 21万5,000台以上 

駐車場 

通信設備 

1億3,000万人以上 年間8,200万人以上 年間660万人以上 

鉄道 フェリー 

年間300万個以上の 
コンテナー取り扱い 

港湾 

保有事業にて
69,000名以上 

7,600床以上 

老人介護・老人ホーム 従業員 

2012年3月31日時点 １億人以上の利用者 

送電 
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23カ国で約100の事業を管理・運営 

2013年9月30日時点 / Macquarie Infrastructure and Real Assetsが管理・運営する事業 

有料道路及び鉄道 再生可能 
エネルギー 

その他運輸事業 不動産 通信施設 空港 その他 エネルギー ユーティリティ 
（水道・ガス） 

廃棄物処理 
施設 

South Africa 
 Kelvin Power Station 
 Umoya Energy 
 Cookhouse 
 Kathu 
 Bakwena Platinum Corridor 
 N3 Toll Concessions 
 Trans African Concessions 

USA 
 AMC REIT 
 Chicago Skyway  
 Dulles Greenway 
 Indiana Toll Road 
 Elizabeth River Tunnels 
 Harley Marine Services 
 Icon Parking 
 Penn Terminals 
 Smarte Carte 
 Airport Services (fixed  

base operations) 
 Total Terminals International  

(Hanjin Pacific Corporation) 

 Aquarion Company 
 Puget Energy 

 District Energy  
 Duquesne Light 
 Hawaii Gas 
 Broadrock Renewables 
 MIC Solar 
 International-Matex Tank Terminals 
 Leaf River Gas Storage 
 Waste Industries 
 WCA Waste 

 
 

 
 

Canada 
 Autoroute 25 
 Fraser Surrey Docks 
 Halterm Limited (port) 
Mexico 
 Decarred (highways) 

 Mareña Renovables (wind farms) 
 Telecommunication Towers 

Portfolio 
 Concesionaria Universidad 

Politécnica 
 Macquarie Mexico REIT 
 Santiago HydroGen 

UK 
 Bristol Airport 
 Airwave 
 Arqiva 
 CLP Envirogas                

(MEIF Renewables) 
 Energy Power Resources 

(MEIF Renewables) 
 Thames Water 
 M6 Toll 
 Condor Group (ferry services) 
 Moto (motorway services) 
 National Car Parks 
 Wightlink (ferry services) 
 Baglan Bay Power Station 
 Sutton Bridge Power Station 
   

Belgium 
 Brussels Airport 
 Denmark 
 Copenhagen Airports 
 

 

China 
 Hua Nan Expressway 
 Star King (China) Food Group 
 MWREF (Retail Malls) 
 Shenyang Water Treatment Co. 
 Shenyang Zhenxing Environmental Protection 
 Hengyang Holdings 
 Zhejiang  Wanna Environment  Protection 
 Longtan Tianyu Terminal 
 Plaza 353 
 Qingdao 

France 
 Pisto SAS (oil storage and 

distribution) 
 EPR France (MEIF 

Renewables, wind farm) 
 RES (MEIF Renewables, 

wind farm) 
 Trois Sources & Lomont 

Windfarms 
 Compteurs Farnier  
    (Techem, water metering) 
 Autoroutes Paris-Rhin-

Rhône 
 Germany 

 TanQuid (tank storage 
business) 

 GWE (Techem) 
 Techem (submetering) 
 Thyssengas 
 Open Grid Europe 
 Warnow Tunnel 
 

Spain 
 Asset Energia Solar 

(MEIF Renewables) 
 Solpex Energia Solar 

(MEIF Renewables) 
 Itevelesa  
 (vehicle inspections) 

Czech Republic 
 Ceske Radiokomunikace 
 Czech Gas Networks 
Sweden 
 EPR Sweden (MEIF Renewables, 

wind farm) 
 Varmevarden 
 Arlanda Express 
Russia 
 Brunswick Rail 
 GSR Energy Investments 
 Russian Towers 
 OGK-5 
 
 

New Zealand 
 Retirement Care New Zealand 

Japan 
 Hanjin Pacific Corporation (Tokyo,  
 Osaka) 

United Arab Emirates 
 ICAD Effluent Treatment Plant 
 Al Ain Industrial City 
 Industrial City of Abu Dhabi 

Australia 
 Hobart International Airport 
 3P Learning 
 Regis Group (aged care) 
 MREEFs 
 Paraway Pastoral (17 farms) 
 Lawson Grains (4 farms) 
 Melro Dairy (1 farm) 

South Korea 
 C&M (Cable TV) 
 North East Chemical 
 Tongyang Cement’s Waste Heat Power 
 Youngduk Wind Power 
 Kangnam City Gas 
 Daegil Industry / Daegil Environment  
 Baekyang Tunnel 
 Cheonan-Nonsan Expressway 
 Gwangju 2nd Beltway Section 1 
 Gwangju 2nd Beltway Section 3-1 
 Incheon Grand Bridge 
 Incheon International Airport Expressway 
 Machang Bridge 
 Seoul Chuncheon Expressway 
 Soojungsan Tunnel 
 Woomyunsan Tunnel 
 Yongin-Seoul Expressway 
 Seoul Subway Line 9, Section 1 
 Busan New Port Phase 2-3 
 Hanjin Pacific Corporation (ports) 
 Macquarie NPS REIT 
 Macquarie NPS REIT No. 2 
 CNE Motorway Service Stations 
 

India 
 Viom Networks 

 Adhunik Power and  
Natural Resources 

 MB Power (Madhya 
Pradesh) 

 Ashoka Concessions 

Brazil 
 Cruzeiro do Sul Grãos  

(1 farm) 

Taiwan 
 Taiwan Broadband Communications 
 Hanjin Pacific Corporation (Kaohsiung) 

 
Nigeria 

 Lekki Concession Company 

Poland 
 DCT Gdansk 

(container terminal) 
 TanQuid (tank 

storage business) 
 

 GMR Airports (Delhi and 
Hyderabad airports) 

 Soham Renewable Energy 

 Trichy Tollways 
 GMR Jadcherla 

Expressways  

Philippines 
 North Luzon Renewable Energy Corp. 
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インフラ投資におけるリーダーシップ 

 Macquarie Infrastructure and Real Assets (“MIRA”) はインフラファンドや不動産ファンド等のオルタナティブ資産による運用を行なう世界有数のアセッ
トマネージャー。合計50本のファンドを運用しており、運用資産残高（AUM）は約1,080 億豪ドル1にのぼる 

 MIRAは、投資した事業のオペレーションに係る高度な知見および積極的な資産運用活動に加えて、マッコーリーグループのネットワークを活用した案件
ソーシング能力に裏づけされたユニークかつ高い競争力を確保。業界における国際的な賞も数多く受賞 

インフラ投資には多大な時間、組織資源および経営努力の投下が必要となるが、マッコーリーグループはいかにすればインフラ投資事
業の拡大・蓄積が可能となるかについての好例を示している。 マッコーリーは過去のインフラ投資事業を通じてより洗練されたリスクマネ
ジメントの手法を確立し、市況が悪化した時においても適切な事業運営を行ってきた − McKinsey Quarterly （2011年3月） 

” 
順位 投資家名 投資金額（US$b）

2 

1 Macquarie Infrastructure and Real Assets 23.7 

2 Brookfield Asset Management 11.2 

3 Global Infrastructure Partners 8.6 

4 Canada Pension Plan Investment Board 8.4 

5 APG Asset Management  7.8 

6 QIC 6.9 

7 Ontario Teachers Pension Plan 6.9 

8 Alinda Capital Partners 5.9 

9 Industry Funds Management 5.5 

10 ArcLight Capital Partners 5.4 

2012年 世界のインフラ投資家ランキング2 

出所: Infrastructure Investor Magazine  

1.各投資先事業におけるMIRA保有持分に応じた企業価値に基づくAUM（2013年6月30日時点）. 
2. Infrastructure Investor誌による独自の評価基準に基づくランキング。2007年1月１日以降5年間におけるインフラ資産への直接投資金額を示す 

インフラ/オルタナティブ資産の運用における受賞実績 

Infrastructure 
Manager of 

the Year 

2010 & 2009 

Asian 
Infrastructure 

Manager of the 
Year 

(Runner Up) 

2011 & 2010 

Largest 
Infrastructure 

Asset 
Manager 
Globally 

Best 
Infrastructure 

Fund  Manager 

2012 

Best Real 
Estate Fund 

Manager 

2012 

Asia Pacific 
Infrastructure 
Deal of the 

Year 

2011 

Most Admired 
Infrastructure 

Equity Financier 

2011 

Largest 
infrastructure 

direct-investment 
programme 

2012, 2011, 2010 2012, 2011, 2010 

“ 

http://www.infrastructureinvestor.com/default.aspx�
http://www.towerswatson.com/�
http://www.infrastructureinvestor.com/default.aspx�
http://www.infrastructureinvestor.com/default.aspx�
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安定した英国の水セクターはＳＷＦ、インフラファンド、年金ファンドや他の投資家にとって魅力
的な投資対象 

英国の水セクターへの投資家 

英国の水セクター① 
専門投資家の重要性 

 英国の規制事業の約35％がインフラファンド、年金ファン
ドや外国政府によって保有 

 民営化以来英国の水セクター投資額は£1000億以上 

 安定性と透明化が規制の要 

 世界中からの資金流入 

 年金ファンド, SWF, インフラファンドやその他が水セク

ターに継続投資 

http://www.hermes.co.uk/index.aspx�
https://www.rreef.com/cps/rde/xchg/infr_en/hs.xsl/index.html�
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民営化以来、英国の水セクターには巨額の資金が投資されてきている 

英国の水セクター② 
歴史 

1930 – 1960s 

 ２次世界大戦後– 細分化した多数のプ

レーヤー 

 1945年: 

—1,000 上水供給業者 

—1,400 下水業者 

—主に自治体 

初期の統合 

1965 - 1989 

 Water Act 1973 により新規に10
の地域の水道公社を設立 

 設備投資資金は中央政府からの
借り入れ 

 環境的問題が重要となる一方、政
府からの投資が低下 

 Water Act 1989 により民営化 

 

 

リストラクチャリング 

1989+ 

 LSEに上場 

 巨額の政府債務を償却 

 独立した3規制機関を設立 

 巨額のプライベートキャピタルの
流入 

民営化 
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２０年以上に及び英国の水は明確で透明かつ成熟した体制の下に規制事業が運営されている。主要規制当
局が、経済、水質や環境につき責任を有す 

Source: Macquarie 

イングランド、ウエールズの水セクターにおける規制 

英国の水セクター③ 
規制事業の枠組み 

経済規制 水質規制 環境規制 

Water Company 

Customer 

価格上限 水道水の 
標準 

認可取り消し
等 

水道会社 

顧客 

25 年間認可更新 
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Ofwatは経済規制の責を担い顧客の利益保護が一つの目的であるが、一方で、水道会社が財
務的に機能する事も目的とする 

Source: Macquarie and Ofwat Final Determination 2010-15 

 ５年毎に収入を設定 

 料金はビルディングブロック法式で
設定 

―水規制事業全体のＷＡＣＣが設定
され、それが許容される利回りと
なる 

 各規制期間中は確実性の高い
キャッシュフローが確保される 

 コスト効率化と資本構成最適化によ
り業績改善の余地を有する 

 

ビルディングブロック法 経済規制体制 

英国の水セクター④ 
規制事業の枠組み 

Key  
Drivers 

 RCV 
 許可された 

WACC 

 予測 
レバレッジ 
 予測  
デットコスト 

 許可された
資産の経済
耐用年数 

 設備投資 

 予測営業費用 
 業界の 
ベンチマーク 

 CIS  
 営業費用改善 
 SIM 

 顧客料金 
 財務的機能 

Building 
Blocks 

許可される
利回り 

税金分 原価償却分 営業費用分 対業績報酬 
又は 

ペナルティ 

実際の料金への 
インパクト 

（実質ベース） 
 

Return on 
RCV 

Tax 

Depreciation 

Operating  
Expenditure 

Incentives 
Penalties  

Total allowed 
revenue 

(real) 

 
Inflation
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2006年にマッコーリーがコンソーシアムをリードしテムズウォーターを約£80億で落札。現在は
£110億以上のRAB 

Asset Locations 

概要 

英国の水セクター⑤ 
ケーススタディー （テムズウォーター） 

 2006年にマッコーリーがテムズウォーターを約£80億で落札 

 管理網の顕著な投資に牽引されRAB は約£6bn から £11bn 
へ増加。 

 規制計画期間（2010-2015年）において、約£50億以上の投資

計画。 

 テムズタイドウエイを含む更なる投資の必要性 

 オーストラリア、カナダ、中東、中国を含む多様な株主構成、 

 英国の安定した透明でオープンな規制制度が巨額の資金投

資を後押し 

売上高  £18億 

顧客数  1400万人 

１日当たりの水道水供給量 
     26億リットル 

350 の下水処理場にて１日当たりの平
均処理量42億リットル 

67,000 マイル下水路, 2,530 ポンプ場
12 0万マンホール 



PAGE 29 STRICTLY CONFIDENTIAL  MacquarieCapital 

セクター/プロジェクト概要 国 現状 
新設又は 
操業中案件 投資額概算 

鉄道：Ottawa Light Rail Transit  Canada 契約締結・実行済 新設 $2.1B 

道路：North Tarrant Express （3A&3B）, TX USA 契約締結・実行済 拡張・管理レーン導入 $1.36B 

空港：Puerto Rico空港民営化（運営権） USA 契約締結・実行済 操業中 $2.6B 

空港：Midway Airport, Chicago USA 入札キャンセル 操業中 NA 

ガスパイプライン規制事業：Borealis（カナダ年金）による
Net4Gas買収 

Czech 
Republic 

買収完了 操業中 €1.6bn  

送電線規制事業：三菱商事・Barclays Infra Fundによる
Sheringham Shoal 洋上風力海底送電線事業買収 

UK 買収完了 操業中 $300m 

送電線規制事業：三菱商事・Barclays Infra Fundによる
London Array 洋上風力海底送電線事業買収 

UK 買収完了 操業中 $700m 

水道規制事業：住友商事によるSutton and East Surrey 
Water買収 

UK 買収完了 操業中  £307m 

空港：USS（英国年金）によるHeathrow Airport Holdings
持分8.65％買収 

UK 買収完了 操業中 £392m 

空港：PSP（カナダ年金）によるHochtief Airports（アテネ、
ブダペスト空港等を所有）少数持分買収 

Global 買収完了 操業中  €1.1bn 

2013年完了PPP/公益事業買収案件の一部 
（日本企業参加案件を中心に）  
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世界のインフラ投資家は 
常に多数の案件を検討 

セクター/プロジェクト概要 国 現状 
新設又は 
操業中案件 投資額推定 

港湾：Privatization of Port of Newcastle Australia 入札開始 操業中 ～$1B 

鉄道：Sydney Light Rail PPP Australia 近々入札開始予定 新設 $1.5~$2B 

鉄道：North West Rail Link PPP Australia 入札開始 新設 N/A 

鉄道：Queensland New Generation Rollingstock PPP Australia 近々完了予定 新設 N/A 

道路：East-West Link PPP Australia 入札開始 新設 $6~8B 

社会インフラ：Victoria Prisons PPP Australia 入札開始 新設 $500m 

社会インフラ：Christchurch Convention Centre PPP NZ 入札開始 新設 $300m 

港湾：Privatization of Ridley Terminals Inc. Canada 入札開始 操業中 NA 

鉄道：Eglinton Crosstown LRT, Tronto Canada 入札開始 新設 $2B 

道路：I-4 Ultimate Project, FL  USA 入札開始 新設 $2.5B 

道路：SH 288 Toll Lanes, TX USA 入札開始 拡張 $700m 

道路：Aberdeen Western Peripheral Route UK 入札開始 新設 $1 bn 

社会インフラ：Edinburgh Sick Childrens Hospital UK 入札開始 新設 $300m 

橋梁：Mersey Bridge PPP UK 入札開始 新設 $1 bn 

社会インフラ：Grangegorman Schools Ireland 近々入札開始予定 新設 $250m 

社会インフラ：Haren Prison Belgium 入札開始 新設 $450m 

鉄道：LRT 1 Cavite Extension Project Philippines 再入札予定 拡張＋リハビリ $1B 

空港：Chennai Airport India 入札開始 操業中 NA 

空港：Lucknow Airport India 入札開始 操業中 NA 

現在進行中のPPP案件の一部 
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ありがとうございました 
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